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物
語
を
書
く
た
め
の
配
列 

カ
タ
ナ
式 

バ
ー
ジ
ョ
ン
８
・
５ 

 

作 

大
岡
俊
彦  

 

カ
タ
ナ
式
は
、
新
し
い
ロ
ー
マ
字
配
列
で
す
。
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
簡
単
に
打
て
る
「
カ
タ
ナ
」

か
ら
命
名
（
子
音
の
頻
度
順
「
ｋ
ｔ
ｎ
」
と
、
最
重
要
母
音
「
ａ
」
を
組
み
合
わ
せ
）。
左
手
が
子
音
、
右

手
が
母
音
の
、
子
音
母
音
左
右
分
離
型
で
す
。 

 
 

 

最
大
の
特
徴
は
、
使
う
キ
ー
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
。 

 

「
日
本
語
を
人
差
し
指
と
中
指
だ
け
で
書
く
」
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
（
右
薬
指
と
左
親
指
を
補
助
に

使
用
）。
母
音
８
、
メ
イ
ン
子
音
６
の
１
４
キ
ー
で
す
。
ち
な
み
に
フ
リ
ッ
ク
は
１
２
、Q

w
e
rty

ロ
ー
マ

字
は
２
２
、
カ
ナ
入
力
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
は
４
４
。
弱
く
て
遅
い
小
指
や
左
薬
指
を
不
使
用
な
た
め
、
ブ
ラ
イ

ン
ド
タ
ッ
チ
が
楽
で
は
や
い
。
習
得
そ
の
も
の
も
、
習
得
し
た
あ
と
の
運
用
も
。
す
べ
て
の
人
に
ブ
ラ
イ

ン
ド
タ
ッ
チ
を
！ 

そ
れ
が
カ
タ
ナ
式
。 

 

 

頻
出
二
重
母
音
「
あ
い
」「
お
う
」「
え
い
」「
ょ
う
」
が
容
易
に
打
て
る
よ
う
に
、
母
音
の
配
置
に
工
夫

が
あ
り
ま
す
。
子
音
の
配
置
に
も
工
夫
が
あ
り
、
頻
出
重
要
語
で
運
指
し
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

指
運
び
（
運
指
）
が
楽
な
た
め
、
長
時
間
大
量
に
文
字
を
書
く
人
に
向
い
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
日
産
一

万
字
程
度
の
、
小
説
家
・
脚
本
家
が
主
な
想
定
で
す
。 
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カ
タ
ナ
式
第
二
の
特
徴
は
、
カ
ー
ソ
ル
キ
ー
、
エ
ン
タ
ー
キ
ー
、
Ｂ
Ｓ
キ
ー
、
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
兼
シ
フ

ト
キ
ー
が
が
中
央
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

日
本
語
入
力
に
は
、
英
文
入
力
は
な
い
特
有
の
操
作
が
あ
り
ま
す
。
漢

字
変
換
操
作
、
す
な
わ
ち
変
換
（
ス
ペ
ー
ス
）
・
候
補
選
択
（
↓
↑
）
・
注

目
文
節
選
択
（
←
→
）・
文
節
伸
長
（
シ
フ
ト
←
→
）・
確
定
（
エ
ン
タ
ー
）

で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
訂
正
の
Ｂ
Ｓ
が
、
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
キ
ー
プ
の

ま
ま
行
え
ま
す
。
つ
ま
り
漢
字
変
換
ま
で
一
連
と
考
え
ま
す
。 

 

 

カ
タ
ナ
式
の
想
定
特
化
用
途
は
「
物
語
を
書
く
こ
と
」。
縦
書
き
専
用
で

す
（
横
書
き
用
カ
タ
ナ
式
は
別
途
あ
り
。
カ
ッ
コ
類
の
挙
動
以
外
こ
の
ま

ま
で
も
使
え
ま
す
）。
記
号
は
物
語
に
よ
く
使
う
も
の
だ
け
を
厳
選
し
、
そ

れ
以
外
は
な
し
、
と
割
り
切
り
ま
し
た
。
使
い
た
い
場
合
は
読
み
か
ら
変

換
す
る
の
が
推
奨
（
二
章
に
対
応
表
あ
り
）。 

半
角
文
字
（
半
角
英
数
、
半
角
記
号
）
を
打
つ
時
は
、
英
数
モ
ー
ド
（
も

と
のQ

w
e
rty

配
列
に
切
り
替
え
）
キ
ー
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
押
し
な
が
ら
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
（
コ
ピ
ー
、

ペ
ー
ス
ト
、
ア
ン
ド
ゥ
な
ど
）
は
、
も
と
のQ

w
e
rty

配
列
に
な
る
よ
う
初

期
設
定
し
て
あ
り
ま
す
（
変
更
可
能
）。 

       

前
バ
ー
ジ
ョ
ン
ｖ
８
か
ら
の
変
更
の
目
的
は
、
高
速
化
で
す
。
メ
イ
ン
エ
デ
ィ
タ
をT

A
T

E
d

ito
r

で
も

使
え
る
よ
う
に
、
定
義
数
を
そ
ぎ
落
と
し
て
シ
ン
プ
ル
に
し
ま
し
た
。 

 

・
促
音
拡
張
を
ｋ
か
ら
に
統
一
し
ま
し
た
（
一
部
例
外
あ
り
）
。 

・
濁
音
逆
順
（
た
と
え
ば
「
が
」
を
出
そ
う
と
し
て
「
シ
フ
ト
ｋ
ａ
」
が
「
ｋ
シ
フ
ト
ａ
」
に
な
っ
て 

も
Ｏ
Ｋ
）
を
削
除
。
ふ
つ
う
に
シ
フ
ト
を
前
に
押
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
右
手
小
指
に
配
置
さ
れ
て
い
た
記
号
を
、
左
手
小
指
に
対
称
配
置
し
、
ど
ち
ら
を
使
っ
て
も
よ
い
と 

し
ま
し
た
。
右
小
指
の
疲
労
を
ふ
せ
げ
ま
す
。 

上
級
者
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
高
速
カ
タ
ナ
式
で
は
、
人
差
し
指
に
記
号
配
置
し
た
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
集
「
編 

集
モ
ー
ド
」
が
つ
い
て
き
ま
す
。 
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も
く
じ 第

一
章 

使
用
法 

 
 

 
 

 

４ 

カ
タ
ナ
式
の
導
入 

 
 

 
 

４ 
日
本
語
の
入
力
法 

 
 

 
 

４ 

  

第
二
章 

カ
タ
ナ
式
マ
ス
タ
ー
へ
の
道
（
初
級
編
・
中
級
編
） 

６ 

 

初
級
編 

ぜ
ん
ぶ
打
て
る
よ
う
に
な
ろ
う 

 
 

 

レ
ッ
ス
ン
０ 
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン 

 

７ 

 
 

 

レ
ッ
ス
ン
１ 

右
手
で
五
母
音 

 

８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ッ
ス
ン
２ 

ｙ
と
「
ん
」 

 
 

８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ッ
ス
ン
３ 

左
手
子
音
で
５
０
音 

 

９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ッ
ス
ン
４ 

濁
音 

 
 

１
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ッ
ス
ン
５ 

長
音
と
句
読
点 

 

１
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ッ
ス
ン
６ 

半
濁
音
と
外
来
音 

 

１
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ッ
ス
ン
７ 

促
音
拡
張
ｋ 

 
 

１
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ッ
ス
ン
８ 

物
語
に
使
う
記
号 

 
１
３ 

 

中
級
編 

ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
を
マ
ス
タ
ー 

 

１
４ 

 
 

 

連
接
の
ド
リ
ル 

 
 

 

１
５ 

 

第
三
章 

イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
手
順 

 
 

 

１
８ 

１ 
D

v
o
ra

k
J

、
カ
タ
ナ
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド  

１
８ 

２ 
D

v
o
ra

k
J

の
設
定 

 
 

 

１
８ 

 
 

３ 
M

S
-IM

E

の
設
定 

 
 

 

１
９ 

   

※ 

本
文
中
の
ロ
ー
マ
字
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
出
現
頻
度
デ
ー
タ
（
１
０
万
字
統
計
）
は
、d

v
o
ra

k
J
P

に
よ
り
ま
す
。w

w
w

7
.p

la
la

.o
r.jp

/d
v
o
ra

k
jp

/h
in

sh
u

tu
.h

tm
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第
一
章 

使
用
法 

 

カ
タ
ナ
式
の
導
入 

  
W

in
d

o
w

s

専
用
で
す
。
実
装
が
、
キ
ー
配
列
変
更
ソ
フ
ト

D
v
o
ra

k
J

(W
in

d
o
w

s

用)

を
使
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。M

a
c

で
も
使

え
る
よ
う
に
鋭
意
研
究
中
で
す
。 

 

イ
ン
ス
ト
ー
ル
（
三
章
）
を
終
え
た
ら
、
縦
書
き
の
エ
デ
ィ
タ
を

起
動
し
て
以
下
を
覚
え
れ
ば
、
カ
タ
ナ
式
は
使
え
ま
す
。 

 

１ 

オ
ー
ル
オ
フ
／
オ
ー
ル
オ
ン 

カ
タ
ナ
式
オ
フ 

 
S

h
ift+

C
trl+

_

（
右
下
） 

 
 
 
 

カ
タ
ナ
式
オ
ン 

 
S

h
ift+

C
trl+

^

（
右
上
） 

 

２ 

か
な
入
力
に 

変
換
キ
ー 

（
日
本
語
入
力
は
カ
タ
ナ
式
） 

 
 

英
数
入
力
に 

無
変
換
キ
ー
（
英
数
入
力
はQ

w
e
rty

配
列
） 

 

３ 

ス
ペ
ー
ス
キ
ー
が
シ
フ
ト
キ
ー
を
兼
ね
る 

 
 
 

ス
ペ
ー
ス
キ
ー
を
単
に
押
し
て
離
す
と
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
扱 

い
。
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
を
押
し
な
が
ら
何
か
を
押
し
た
と
き
だ 

け
、
シ
フ
ト
に
バ
イ
ン
ド
さ
れ
た
も
の
が
出
る(S

a
n

d
S

: 
 

S
p

a
ce

 a
n

d
 S

h
ift

）。 

 

４ 

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
バ
イ
ン
ド
は
同
じ
。 

 
 
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、W

in

、A
lt

を
押
し
な
が
ら
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ 

ト
時
は
も
と
のQ

w
e
rty

配
列
に
戻
る
よ
う
に
設
定
。
指
が
覚 

え
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
（
三
章
の
設
定
で
変
更
可
能
）。 

 

日
本
語
の
入
力
法 

 

１ 

ロ
ー
マ
字
入
力
で
す
。 

左
手
の
子
音
、
右
手
の
母
音
（
ｙ
、
ん
を
含
む
）
で
入
力
し
ま
す
。 
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２ 

子
音
は
、
シ
フ
ト
で
濁
音
に
な
り
ま
す
。 

 
 

（
シ
フ
ト
ｋ
→
ｇ
な
ど
） 

   

３ 

ｍ
は
二
段
目
の
ｒ
ｋ
同
時
押
し
ま
た
は
順
押
し
（
順
番
は 

ｒ
ｋ
で
も
ｋ
ｒ
で
も
い
い
）、
ｗ
は
三
段
目
の
ｈ
ｎ
同
時
押 

し
ま
た
は
順
押
し
（
同
様
に
順
不
同
）
で
出
ま
す
。 

   

４ 

読
点
「
、」
は
シ
フ
ト
ｎ
、
句
点
「
。」
は
シ
フ
ト
エ
ン
タ
ー
（
左
右
人
差 

し
指
の
内
側
下
段
）
に
あ
り
ま
す
。 

句
点
の
み
「
句
点
＋
確
定
」
に
バ
イ
ン
ド
し
て
あ
り
ま
す
。
文
の
切
れ
目 

ま
で
打
ち
変
換
、
良
け
れ
ば
「
。」
で
確
定
す
る
、
と
い
う
リ
ズ
ム
で
す
。 

  

５ 

促
音
「
っ
」
は
同
じ
子
音
ふ
た
つ(

デ
フ
ォ
ル
ト
ど
お
り)

で
す
。 

 
 

ｋ
＋
子
音
で
も
出
ま
す
。
く
わ
し
く
は
二
章
を
。 

   

５ 

外
来
音
は
ｆ
（
シ
フ
ト
ｐ
）、
ｖ
（
シ
フ
ト
ｗ
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外 

は
ｘ
（
シ
フ
ト
Ｂ
Ｓ
）
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
頻
出
外
来
音
「
テ
ィ
」「
デ 

ィ
」「
ト
ゥ
」「
ド
ゥ
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ｔ
ｙ
ｉ
（
ま
た
は
ｔ
ｘ
ｉ
）
、
ｄ
ｙ 

ｉ
（
ま
た
は
ｄ
ｘ
ｉ
）、
ｔ
ｘ
ｕ
、
ｄ
ｘ
ｕ
で
出
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま 

す
。 

    

こ
れ
だ
け
理
解
す
れ
ば
、
カ
タ
ナ
式
は
も
う
使
え
ま
す
。
配
列
図
を
見
な
が

ら
マ
ス
タ
ー
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
第
二
章
、「
カ
タ
ナ
式
マ
ス
タ
ー
へ
の
道
」

へ
ゴ
ー
！ 
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第
二
章 

カ
タ
ナ
式
マ
ス
タ
ー
へ
の
道 

 

初
級
編 
ぜ
ん
ぶ
打
て
る
よ
う
に
な
ろ
う 

中
級
編 
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ 

上
級
編 

今
ま
で
の
打
鍵
ス
ピ
ー
ド
を
越
え
よ
う 

  

ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
が
で
き
る
日
本
人
は
、
あ
る
調
査
に
よ
る
と
四
割
前
後
ら
し
い
。
逆
に
い
え
ば
、

六
割
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
が
で
き
な
い
。 

 

カ
タ
ナ
式
は
、「
誰
も
が
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
で
日
本
語
が
書
け
る
」
こ
と
を
目
標
に
作
ら
れ
た
。
十
本

指
を
全
部
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
いQ

w
e
rty

配
列
よ
り
も
、
四
本
と
補
助
二
本
の
カ
タ
ナ
式
の
方
が
、
覚

え
る
こ
と
が
少
な
く
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
の
習
得
が
早
い
。
し
か
も
速
く
打
て
る
よ
う
に
な
る
。
強
い

指
し
か
使
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
筆
者
はQ

w
e
rty

ロ
ー
マ
字
時
代
に
比
べ
て
、
カ
タ
ナ
式
は
二

倍
の
ス
ピ
ー
ド
を
得
て
い
る
。 

  

ど
れ
く
ら
い
練
習
す
れ
ば
マ
ス
タ
ー
で
き
る
か
？ 

人
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
…
… 

  

初
級 

全
部
打
て
る
よ
う
に
な
る
…
…
一
日
か
ら
一
週
間
程
度 

 

中
級 

ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
…
…
…
…
一
週
間
か
ら
二
週
間
。
一
か
月
も
あ
れ
ば
実
務
上
ス
ム
ー
ズ
に 

打
て
る
よ
う
に
。 

上
級 

高
速
入
力
…
…
…
…
…
…
…
…
一
か
月
か
ら
半
年
程
度
。
ふ
だ
ん
大
量
に
書
く
人
ほ
ど
実
戦
が 

訓
練
に
な
る
為
、
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
ゆ
く
。 

  

マ
ス
タ
ー
の
コ
ツ
は
、
最
初
に
が
っ
つ
り
時
間
を
と
り
、
ま
ず
は
５
０
音
の
位
置
を
覚
え
る
こ
と
だ
。 

カ
タ
ナ
式
は
、
左
６
＋
右
８
の
計
１
４
キ
ー
を
覚
え
る
だ
け
で
い
い
。
こ
の
章
の
後
半
に
練
習
ド
リ
ル

を
用
意
し
た
の
で
活
用
さ
れ
た
い
。 

 

キ
ー
ボ
ー
ド
を
見
ず
配
列
図
を
横
に
置
き
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
覚
え
る
の
が
コ
ツ
。
そ
の
う
ち
そ
れ
を

見
な
く
て
も
指
が
記
憶
す
る
。
キ
ー
ボ
ー
ド
の
前
に
い
な
い
と
き
で
も
、
目
に
つ
い
た
言
葉
を
空
で
打
っ

て
み
る
と
良
い
。
一
説
に
よ
れ
ば
、「
実
戦
の
文
章
の
中
で
、
そ
の
キ
ー
を
１
０
０
回
打
つ
」
と
指
が
覚
え

る
そ
う
だ
。「
あ
の
へ
ん
に
あ
の
キ
ー
が
あ
る
」
と
指
が
感
覚
で
覚
え
れ
ば
こ
っ
ち
の
も
の
。
実
戦
で
書
い

て
い
け
ば
め
き
め
き
と
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
っ
て
ゆ
く
。
こ
と
ば
の
連
接
ご
と
指
が
覚
え
て
、
塊
と
し
て
速

く
な
っ
て
い
く
か
ら
だ
。 

 

ち
な
み
に
僕
は
カ
タ
ナ
式
を
や
る
前
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
配
列
は
、
そ
う

い
う
人
で
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
だ
。 

 



7 

 

初
級
編 

ぜ
ん
ぶ
打
て
る
よ
う
に
な
ろ
う
（
全
８
レ
ッ
ス
ン
） 

 L
e
e
so

n
 

０ 
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン 

  

今
ま
で
の
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
（
ｆ
ｊ
の
物
理
的
突
起
に
人
差
し
指
を
構
え
、
横
一
列
に
四
指
を
置
く
）

と
違
い
、
カ
タ
ナ
式
に
は
独
自
の
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
図
の
よ
う
に
、
右
手
は
「
ａ
」「
ｉ
」
に
、

左
手
は
「
ｋ
」「
ｔ
」
に
構
え
て
欲
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
、
母
音
、
子
音
の
出
現
頻
度
ト
ッ
プ
２
だ
。
合
理
的

な
指
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
左
図
に
指
の
使
用
頻
度
を
示
す
。Q

w
e
rty

ロ
ー
マ
字
の
不
合
理
性
が
う
き

ぼ
り
と
な
る
（
両
左
小
指
の
酷
使
、
ホ
ー
ム
段
が
半
分
以
上
使
わ
れ
て
い
な
い
な
ど
）。 

 
 

 

た
め
し
に
「
ａ
」「
ｉ
」「
ｋ
」「
ｔ
」
だ
け
で
単
語
を
打
ち
、
変
換
し
、
中
央
の
カ
ー
ソ
ル
で
候
補
を
選

び
、
確
定
し
た
り
修
正
し
た
り
し
て
み
よ
う
。 

練
習
： 

 

愛 

回 

鯛 

会
い
た
い 

買
い
た
い 

勝
ち 

価
値 



8 

 

L
e
e
so

n
 

１ 

右
手
で
五
母
音 

  

ま
ず
は
母
音
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
。
あ
い
う
え
お
の
確
認
だ
。
「
え
」
の

み
薬
指
だ
（
五
母
音
の
中
で
最
も
出
現
頻
度
が
低
い
の
が
「
え
」）。 

 

練
習
： 

あ
い
う
え
お 
お
あ
え
う
い 

え
い
あ
お
う 

う
え
お
い
あ 

  

カ
タ
ナ
式
の
母
音
配
置
は
、
頻
出
二
重
母
音
「
あ
い
」
「
お
う
」
「
え
い
」

が
打
ち
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

  

練
習
： 

あ
い
あ
い
あ
い 

お
う
お
う
お
う 
え
い
え
い
え
い 

   

ｋ
と
ｓ
の
位
置
を
確
認
し
、
次
の
文
字
も
打
と
う
。 

 

練
習
： 

最
高 

最
高 

最
高 

交
際 

交
際 

交
際 

 

成
功 

成
功 

成
功 

快
晴 

快
晴 

快
晴 

   L
e
e
so

n
 

２ 

ｙ
と
「
ん
」 

  

右
手
に
は
、
拗
音
を
つ
く
る
ｙ
と
、
撥
音
「
ん
」
が
あ
る
。 

  

ロ
ー
マ
字
で
は
、
「
ん
」
は
必
ず
母
音
の
あ
と
に
来
る
の
で
、
右
手
で
連

接
し
て
打
つ
ほ
う
が
や
り
や
す
い
。 

 

ま
た
、
左
手
の
子
音
か
ら
ｙ
＋
母
音
の
流
れ
で
、
拗
音
が
打
ち
や
す
い
の

が
カ
タ
ナ
式
の
特
徴
だ
。
特
に
、
拗
音
で
最
も
頻
度
の
高
い
「
ｙ
ｏ
ｕ
」
が

打
ち
や
す
く
な
っ
て
い
る
。 

左
手
で
ｋ
ｓ
ｔ
を
確
認
し
な
が
ら
次
を
打
っ
て
み
よ
う
。 

 

練
習
： 

今
日 

客 

小 

少
々 

新 

三
振 

損 

感 

超 

ｋ
ｔ
： 

快
調 

こ
と 

と
き 

と
か 

か
と 

経
過 

家
計 

高
校 

 

光
景 

対
抗 

京
都 

調
教 

単
調 

長
短 

官
庁 

根
底 
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L
e
e
so

n
 

３ 

左
手
子
音
で
５
０
音 

  

左
手
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
。 

 

ｓ 

最
高 

最
近 
さ
て 

し
た 

し
て 

す
る 

す
る
と 

す
る
す
る 

 
 

う
そ 

そ
う
か 

そ
ろ
そ
ろ 

 

ｒ 

か
ら 

こ
れ 

こ
れ
か
ら 
す
る
す
る
書
け
る 

了
解 

再
来 

 

平
ら 

そ
れ
か
ら 

す
る
こ
と 

あ
れ
か
ら 

こ
れ
か
ら 

練
習 

ｎ 

な
い 

な
し 

な
に 

な
に
か 
な
ん
の 

な
ん
か 

な
る 

 

な
り
に 

な
か 

な
か
な
か 

な
っ
た 
な
か
っ
た 

そ
ん
な 

な
ん
せ 

泣
く
泣
く 

そ
の
と
き 

こ
の
と
き 

あ
の
と
き 

ｈ 

花 

炎 

ほ
の
か 

は
る
か 

春 

は
ら
は
ら 
ひ
か
る 

服 

 

へ
い 

ほ
う
ほ
う 

ほ
ん
と
う 

ｙ
（
右
手
だ
け
ど
ヤ
行
の
練
習
） 

 
 

焼
く 

野
球 

や
る 

夜 

よ
す 

勇
気 

よ
く
あ
る 

  

５
０
音
の
ラ
ス
ト
は
ｍ
ｗ
だ
。 

 

ｍ
は
子
音
の
中
段
、
ｒ
ｋ
の
同
時
押
し
で
出
る
。 

 

ま
た
、
ｒ
→
ｋ
、
ｋ
→
ｒ
と
順
に
押
し
て
も
出
る
。 

 

ｗ
は
子
音
の
下
段
、
ｈ
ｎ
の
同
時
押
し
で
出
る
。 

 

ま
た
、
ｈ
→
ｎ
、
ｎ
→
ｈ
と
順
に
押
し
て
も
出
る
。 

 

こ
れ
は
メ
イ
ン
子
音
を
６
キ
ー
に
収
め
、
す
べ
て
の
子
音
を
左
の
二
本

指
で
打
つ
た
め
の
工
夫
だ
（
ｍ
ｗ
は
５
０
音
子
音
の
頻
度
ワ
ー
ス
ト
２
）
。 

  

練
習
： 

も
う 

ま
た 

も
と 

も
と
も
と 

た
ま
た
ま 

見
た 

 

見
る 

見
た
目 

悪
い 

我
々 

私 

わ
す
れ
な
い 

噂 

 

そ
れ
を 

こ
れ
を 

あ
れ
を 

   

５
０
音
を
２
、
３
回
通
し
て
打
っ
て
み
よ
う
。
何
回
か
や
れ
ば
、
大
体

の
位
置
は
覚
え
ら
れ
る
と
思
う
よ
。 

  

練
習
： 

あ
い
う
え
お 

か
き
く
け
こ 

さ
し
す
せ
そ 

 

た
ち
つ
て
と 

な
に
ぬ
ね
の 

は
ひ
ふ
へ
ほ 

 
 
 
 
 

ま
み
む
め
も 

や
ゆ
よ 

 
 

ら
り
る
れ
ろ 

わ
を
ん 
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L
e
e
so

n
 

４ 

濁
音 

  

シ
フ
ト
キ
ー
が
わ
り
に
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
を
使
う
。 

 

ス
ペ
ー
ス
を
押
し
て
離
す
と
、
空
白
ま
た
は
変
換
。 

 

ス
ペ
ー
ス
を
押
し
な
が
ら
何
か
を
打
つ
と
、
シ
フ
ト
に
バ
イ
ン
ド
さ
れ
た

文
字
が
出
る
（S

a
n

d
S

）。 

シ
フ
ト
ｋ
ｓ
ｔ
ｈ
で
、
ｇ
ｚ
ｄ
ｂ
と
な
る
。 

 

練
習
： 

だ
が 

そ
う
だ 

な
の
だ 
な
の
で 

だ
か
ら 

ざ
る 

雑
魚 

ず
し
り 

雑
巾 

が
ら
が
ら 

学
問 

ご
り
ご
り 

疑
問 

現
在 

げ
に 

ば
か 

ば
り
ば
り 

僕 

便
利 

  

ち
な
み
に
濁
音
が
連
続
す
る
と
き
、
い
ち
い
ち
シ
フ
ト
を
離
し
て
ま
た
押

す
必
要
は
な
い
。
た
と
え
ば
「
が
ん
が
ん
」
を
打
つ
時
、
シ
フ
ト
キ
ー
は
終

始
し
っ
ぱ
な
し
で
よ
い
。
右
手
部
は
シ
フ
ト
あ
り
で
も
同
じ
も
の
が
出
る
よ

う
に
し
て
あ
る
。
こ
れ
を
濁
音
連
続
シ
フ
ト
と
よ
ぶ
。 

 

練
習
： 

だ
が 

が
ん
が
ん 

ど
ん
ど
ん 

全
然 

餃
子 

上
々 

冗
談 
ば
い
ば
い 

が
び
が
び 

が
ら
が
ら 

ご
り
ご
り 

 L
e
e
so

n
 

５ 

長
音
と
句
読
点 

  

長
音
「
ー
」
は
カ
タ
カ
ナ
語
の
入
力
に
と
く
に
使
う
。Q

w
e
rty

ロ
ー
マ

字
で
は
辺
鄙
な
所
の
「
ー
」
を
無
理
や
り
使
っ
て
い
た
が
、
カ
タ
ナ
式
で
は

「
マ
イ
ナ
ー
だ
が
、
い
ざ
使
う
に
は
す
ぐ
」
の
特
等
席
だ
。 

  

練
習
： 

タ
イ
ガ
ー 

タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー 

ド
ー
ハ 

ナ
ー
バ
ス 

  

句
読
点
は
、
シ
フ
ト
の
「
ｎ
」「
エ
ン
タ
ー
」
に
あ
る
。
と
も
に
「
ホ
ー

ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
人
差
し
指
を
内
側
下
段
に
伸
ば
し
た
」
位
置
で
あ
る
。 

 

「
。」
の
み
「
。
＋
確
定
」
に
し
て
あ
る
。 

 

「
。」
直
前
ま
で
を
打
ち
、
変
換
し
、
よ
け
れ
ば
「
。
確
定
」
を
打
っ
て
、

エ
ン
タ
ー
代
わ
り
に
し
て
次
の
文
を
打
っ
て
行
く
、
と
い
う
ス
タ
イ
ル
推
奨

だ
。 

  

練
習
： 

あ
。
こ
れ
で
、
ど
う
だ
。
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 
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L
e
e
so

n
 

６ 

半
濁
音
と
外
来
音 

  

半
濁
音
ｐ
は
、
メ
イ
ン
子
音
６
キ
ー
で
は
な
く
、
そ
の
横
に
は
み
だ
し
た
ｐ
キ
ー
を
使
う
。
ｐ
の
出
現

頻
度
は
０
・
２
％
で
、
日
本
語
よ
り
も
外
来
語
に
出
や
す
い
（
英
語
で
の
ｐ
の
頻
度
は
２
％
）。
ち
な
み
に

僕
は
左
中
指
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
ｐ
を
打
つ
。
左
薬
指
で
も
構
わ
な
い
が
ポ
リ
シ
ー
に
反
す
る
の
で
。 

 

ま
た
、
シ
フ
ト
ｐ
に
ｆ
、
シ
フ
ト
ｗ
に
ｖ
を
、
シ
フ
ト
Ｂ
Ｓ
に
ｘ
を
バ
イ
ン
ド
し
た
。 

外
来
音
に
使

用
す
る
。 

 

練
習
： 

心
配 

合
併 

パ
タ
ー
ン 
フ
ァ
ン
タ 

フ
ィ
ー
ル
ド 

 

フ
ァ
イ
ル 

ヴ
ィ
ー
ナ
ス 

  

頻
出
す
る
外
来
音
は
特
別
定
義
が
あ
る
。
な
お
（
）
内
は
デ
フ
ォ
。 

 

 

テ
ィ
（
ｔ
ｈ
ｉ
） 

ｔ
ｙ
ｉ 

ｔ
ｘ
ｉ 

 
 

デ
ィ
（
ｄ
ｈ
ｉ
） 

ｄ
ｙ
ｉ 

ｄ
ｘ
ｉ 

 

ト
ゥ
（
ｔ
ｗ
ｕ
） 

ｔ
ｘ
ｕ 

ド
ゥ
（
ｄ
ｗ
ｕ
） 

ｄ
ｘ
ｕ 

 

デ
ュ
（
ｄ
ｈ
ｕ
） 

ｄ
ｙ
ｕ
（
ぢ
ゅ
は
ｄ
ｉ
ｘ
ｙ
ｕ
で
） 

 

ウ
ォ
（
ｗ
ｈ
ｏ
） 

ｗ
ｙ
ｏ 

  

な
い
も
の
は
、
シ
フ
ト
Ｂ
Ｓ
の
ｘ
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 

ツ
ァ
（
ｔ
ｕ
ｘ
ａ
） 

ツ
ィ
（
ｔ
ｕ
ｘ
ｉ
） 

テ
ャ
（
ｔ
ｅ
ｘ
ｙ
ａ
） 

ク
ヮ
（
ｋ
ｕ
ｘ
ｗ
ａ
） 

な
ど
。 

   

練
習
： 

テ
ィ
ー 

パ
ー
テ
ィ
ー 

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ 

 
 
 
 
 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

デ
ィ
ー
プ 

 
 
 
 
 

ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス 

シ
ル
ク
ド
ゥ
ソ
レ
イ
ユ 

 
 
 
 
 

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 
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L
e
e
so

n
 

７ 

促
音
拡
張
ｋ 

  

ロ
ー
マ
字
の
デ
フ
ォ
ル
ト
は
、
子
音
ふ
た
つ
で
促
音
。 

 
 
 

例 

あ
っ
た 

a
tta

 

単
独
の
「
っ
」
は
「
ｘ
ｔ
ｕ
」
で
入
力
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

例 

あ
っ
た 

a
x
tu

ta
 

 

拡
張
機
能
と
し
て
「
ｋ
が
促
音
替
わ
り
に
な
る
」
を
用
意
し
た
。
例 

あ
っ
た 

a
k

ta
 

 

こ
れ
は
、
ｋ
ｔ
の
運
指
が
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

以
下
同
様
に
、
ｋ
を
単
独
に
打
つ
と
ｋ
だ
が
、
あ
と
に
子
音
が
続
く
と
き
に
か
ぎ
り
促
音
に
な
る
。 

 

ち
な
み
に
日
本
語
で
は
、
促
音
は
ｋ
ｔ
ｓ
ｈ

お
よ
び
（
そ
の
濁
音
半
濁
音
の
）
ｇ
ｚ
ｚ
ｂ
ｐ

の
９
音
に
し
か
続
か
な
い
。 

 

つ
ま
り
、
全
パ
タ
ー
ン
は
、 

 

ｋ
ｋ 

ｋ
ｇ 

 

 

ｋ
ｓ 

ｋ
ｚ 

 
ｋ
ｔ 

ｋ
ｄ 

 

ｋ
ｈ 

ｋ
ｂ 

 

ｋ
ｐ 
ｋ
ｆ
（
ｆ
ｆ
は
外
来
音
用
） 

だ
。
日
本
語
の
出
現
頻
度
で
は
、
促
音
→
ｔ

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
（「
っ
た
」「
っ
て
」
な
ど
）、

「
ｋ
ｔ
」
さ
え
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
使
い
勝
手
が

い
い
。 

 

 

ま
た
例
外
と
し
て
、
ｓ
に
続
く
促
音
は
ｋ
ｓ

よ
り
打
ち
や
す
い
「
ｔ
ｓ
」
で
も
、
ｋ
に
続
く

促
音
は
ｋ
ｋ
よ
り
打
ち
や
す
い
「
ｔ
ｋ
」
で
も

促
音
に
な
る
よ
う
に
設
定
し
て
あ
る
。
ご
活
用

を
。 

     

以
上
で
、
５
０
音
お
よ
び
日
本
語
文
章
作
成

は
す
べ
て
可
能
だ
。 

五
十
音
、
好
き
な
言
葉
、
俳
句
や
歌
詞
な
ど

を
練
習
し
て
み
よ
う
。 

 

 



13 

 

L
e
e
so

n
 

８ 

物
語
に
使
う
記
号 

  

以
下
の
記
号
が
カ
タ
ナ
式
に
は
定
義
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
」 

カ
ギ
カ
ッ
コ
開
き
閉
じ
、
一
文
字
戻
る
、
ま
で
１
キ 

ー
で
。 

 

…
… 

三
点
リ
ー
ダ
二
文
字
を
１
キ
ー
で
。 

 

（
―
―
（
ダ
ッ
シ
ュ
２
つ
）
は
、
長
音
ふ
た
つ
を
変
換
で
） 

 

（
） 

カ
ッ
コ
開
き
閉
じ
、
一
文
字
戻
る
、
ま
で
１
キ
ー
で
。 

 
『
』 

二
重
カ
ギ
カ
ッ
コ
開
き
閉
じ
、
一
文
字
戻
る
、
ま
で 

１
キ
ー
で
。 

 
 

？ 

 
 

！ 

 
 

／ 

 
 

： 

 
 

・ 

 
 

〇 
 

脚
本
に
お
い
て
、
シ
ー
ン
先
頭
記
号
に
使
わ
れ
る
。 

 
 

゛ 

濁
点
を
あ
と
づ
け
す
る
こ
と
も
可
能
。 

  

こ
れ
ら
は
右
手
外
側
に
あ
る
が
、
左
手
外
側
に
も
対
称
形
に
お

い
て
お
い
た
。
右
手
小
指
だ
け
を
酷
使
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

だ
。 

  
Q

w
e
rty

配
列
に
は
あ
る
が
カ
タ
ナ
式
に
は
な
い
記
号
は
、
読

み
か
ら
変
換
す
る
こ
と（
最
上
段
はQ

w
e
rty

と
同
じ
に
設
定
）。 

  

＜ 

小
な
り 

＞ 

大
な
り 

￥ 

え
ん 

＿ 

ア
ン
ダ
ー 

； 

セ
ミ
コ
ロ
ン 

＋ 

プ
ラ
ス 

＊ 

ほ
し 

 
 

｛
｝ 

<
>
 

カ
ッ
コ 

 

＠ 

ア
ッ
ト 

  

ロ
ー
マ
字
で
使
用
し
な
い
、
ｑ
ｃ
ｌ
ｊ
は
存
在
し
な
い
。
読
み

か
ら
打
つ
か
カ
タ
ナ
式
オ
フ
か
ら
ど
う
ぞ
。 

 

 

こ
れ
で
カ
タ
ナ
式
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
初
級
編
は
お
し
ま
い
。 

 

あ
と
は
ひ
た
す
ら
練
習
を
し
て
い
く
と
い
い
だ
ろ
う
。 

 

自
由
に
打
て
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
次
は
中
級
編
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
に
挑
戦
だ
！ 
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中
級
編 

ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
を
マ
ス
タ
ー 

  

ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
を
マ
ス
タ
ー
す
る
の
に
必
要
な
こ
と
は
、
実
は
た
っ
た
ふ
た
つ
だ
け
だ
。 

 

１ 

そ
の
キ
ー
担
当
の
指
を
決
め
て
、
そ
れ
以
外
の
組
み
合
わ
せ
で
打
た
な
い
こ
と
。 

 

２ 

ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
絶
対
キ
ー
プ
。 

 
 

ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
外
の
キ
ー
を
打
っ
て
も
、
毎
回
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
戻
る
癖
を
つ
け
る
こ
と
。 

 

ほ
と
ん
ど
の
キ
ー
ボ
ー
ド
に
は
ｆ
ｊ
位
置
に
印（
盛
り
上
が
っ
た

線
や
ポ
ッ
チ
）
が
つ
い
て
い
て
、
手
探
り
で
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
基
準
位
置
を
見
失
わ
な
い

よ
う
に
し
て
、
全
キ
ー
を
そ
こ
か
ら
の
相
対
位
置
で
覚
え
る
の
が
ブ

ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
だ
。
そ
の
為
に
毎
回
「
基
準
位
置
に
指
が
い
る
」

こ
と
が
必
要
。
こ
れ
は
癖
付
け
る
し
か
な
い
。 

 

カ
タ
ナ
式
の
特
徴
は
、
各
指
が
３
つ
の
キ
ー
を
担
当
す
る
こ
と

（
例
外
は
右
手
人
差
し
指
で
、
エ
ン
タ
ー
含
め
て
４
キ
ー
担
当
す

る
）。
記
憶
負
担
を
な
る
べ
く
減
ら
す
為
で
あ
る
。 

  

で
は
、
カ
タ
ナ
式
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
練
習
を
し
よ
う
。 

 

簡
単
だ
よ
。
五
十
音
を
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
打
て
た
ら
合
格
。 

 

苦
手
だ
っ
た
や
つ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
そ
こ
だ
け
復
習
。 

 

練
習
： 

あ
い
う
え
お 

か
き
く
け
こ 

さ
し
す
せ
そ 

た
ち
つ
て
と 

な
に
ぬ
ね
の 

は
ひ
ふ
へ
ほ 

ま
み
む
め
も 

や
ゆ
よ 

ら
り
る
れ
ろ 

わ
を
ん 

  

さ
ら
に
次
の
段
階
。
濁
音
や
半
濁
音
、
拗
音
、
外
来
音
を
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
打
と
う
。 

 

練
習
： 

が
ぎ
ぐ
げ
ご 

ざ
じ
ず
ぜ
ぞ 

だ
ぢ
づ
で
ど 

ば
び
ぶ
べ
ぼ 

ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ 

 
 
 
 
 

き
ゃ
き
ゅ
き
ょ 

し
ゃ
し
ゅ
し
ょ 

ち
ゃ
ち
ゅ
ち
ょ 

に
ゃ
に
ゅ
に
ょ 

 
 
 
 
 

ひ
ゃ
ひ
ゅ
ひ
ょ 

み
ゃ
み
ゅ
み
ょ 

り
ゃ
り
ゅ
り
ょ 

 
 
 
 
 

ぎ
ゃ
ぎ
ゅ
ぎ
ょ 

じ
ゃ
じ
ゅ
じ
ょ 

ぢ
ゃ
で
ゅ
ぢ
ょ 

び
ゃ
び
ゅ
び
ょ 

ぴ
ゃ
ぴ
ゅ
ぴ
ょ 

 
 
 
 
 

て
ぃ 

と
ぅ 

で
ぃ 

ど
ぅ 

ぁ
ぃ
ぅ
ぇ
ぉ 

ゃ
ゅ
ょ 

 
 
 
 
 

ふ
ぁ
ふ
ぃ
ふ
ふ
ぇ
ふ
ぉ 

ヴ
ぁ
ヴ
ぃ
ヴ
ヴ
ぇ
ヴ
ぉ 

ー
、。 

 

※
ｄ
ｙ
ｕ
は
「
で
ゅ
」
に
設
定
し
て
あ
る
。「
ぢ
ゅ
」
は
め
っ
た
に
な
い
か
ら
ｄ
ｉ
ｘ
ｙ
ｕ
で
打
つ
。 
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最
初
は
手
元
を
見
な
が
ら
で
も
い
い
が
、
二
回
目
以
降
に
ど
う
し
て
も
手
を
見
て
し
ま
う
な
ら
、
「
タ
オ

ル
を
手
に
か
ぶ
せ
る
」
と
い
う
の
が
原
始
的
で
効
果
的
な
方
法
だ
。 

  

連
接
の
ド
リ
ル 

 

で
は
、
次
に
用
意
し
た
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
の
た
め
の
ド
リ
ル
を
練
習
し
よ
う
。 

 

カ
タ
ナ
式
で
は
、
よ
く
出
て
来
る
言
葉
ほ
ど
楽
に
打
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

具
体
的
に
い
う
と
、
子
音
の
連
接
が
ア
ル
ペ
ジ
オ
（
隣
り
合
う
キ
ー
に
、
隣
り
合
う
指
が
タ
ラ
っ
と
打

て
る
素
早
い
打
鍵
）
に
な
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
れ
を
意
識
し
な
が
ら
、
次
の
こ
と
ば
を
打
っ
て
み
よ
う
。 

 

ｋ
ｔ
の
連
接 

  

こ
と 

ご
と 

こ
と
ご
と
く 

こ
と
ば 

か
た 

か
た
る 

た
か
る 
塊 

高
ま
り 

高
い 

し
か
た 

仕
事 

こ
と
あ
る
ご
と
に 

ド
ゴ
ー
ン 

宝
物 

き
た 

だ
が 
だ
か
ら 

基
地 

き
つ
い 

つ
う
か 

て
い
う
か 

と
こ
ろ 

と
か 

と
き 

時
々 
地
下 

価
値 

敵 

き
て 

適
当 

つ
く 

靴 

こ
つ 

こ
つ
こ
つ 

ご
つ
ご
つ 

こ
と
こ
と 

カ
ツ
カ
ツ 

 

ど
こ 

子
供 

こ
ち
ら 

こ
ち
こ
ち 

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た 

 

忌
憚 

短
期 

珍
奇 

倒
壊 

大
会 

勤
怠 

歓
待 

携
帯 

抵
抗 

交
代 

解
体 

統
計 
系
統 

 

代
行 

対
抗 

剛
体 

泥
岩 

該
当 

擬
態 

で
か
い 

動
機 

く
た
く
た 

具
体
的 

こ
っ
て
り 

コ
ッ
ト
ン 

特
攻 

 

ｓ
ｔ
の
連
接 

  

し
た 

し
て 

し
た
し 

し
と
し
と 

し
た
が
っ
て 

た
し 

と
し 

で
す 

や
ら
せ
た 

 

し
た
い 

し
た
ら 

そ
し
た
ら 

そ
し
て 

た
そ
が
れ 

 

た
し
か
に 

た
し
か
め
る 

す
た
れ
る 

ス
タ
ー
ト 

せ
し
め
る 

世
田
谷 

 

さ
て 

さ
て
も 

ス
ト
レ
ー
ト 

説 

使
徒 

瀬
戸 

里 

し
た
た
か
に 

 

 

殺
意 

さ
ち 

し
ち 

世
知 

措
置 

承
知 

周
知 

 

調
子 

中
止 

市
長 

主
張 

酋
長 

嘲
笑 

上
長 

象
徴 

社
長 

庁
舎 

長
所 

短
所 

短
小 

 

調
査 

正
体 

対
象 

対
処 

最
長 

再
挑
戦 

投
資 

死
闘 

正
当 

統
制 

座
談 

断
線 

断
層 

断
捨
離 

鈍
足 

同
窓
会 

同
時 

銅
像 

増
大 

譲
渡 

上
智 

大
蛇 

ど
う
じ
ゃ 

贈
答 

東
西 

 

嫉
妬 

突
出 

ダ
ッ
シ
ュ 

雑
踏 

だ
じ
ゃ
れ 

マ
ス
タ
ー 
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ｋ
ｒ
の
連
接 

  

か
ら 
こ
れ 

こ
れ
ら 

か
れ 

切
れ 

け
り 

け
る 

 

ら
く 

ら
く
ら
く 

く
ら
く
ら 

こ
ろ
こ
ろ 

ご
ろ
ご
ろ 

ぎ
り
ぎ
り 

き
り
き
り 

ぎ
ら
ぎ
ら 

 

げ
ろ 

だ
か
ら 
そ
れ
き
り 

つ
か
れ
た 

た
か
ら
れ
た 

抱
か
れ
た 

 

御
覧 

さ
れ
た 

こ
る 
こ
ろ 

こ
り 

歴
史 

く
れ
な
い 

こ
ら 

コ
ー
ラ 

 

観
覧 

歓
楽 

快
楽 

金
蘭
豪
華 

ラ
ン
キ
ン
グ 

高
麗 

来
航 

来
期 

傀
儡 

経
理 

理
系 

 

警
邏 

レ
コ
ー
ド 

ガ
レ
ー
ジ 
レ
ガ
シ
ー 

落
下 

ラ
ッ
コ 

立
候
補 

六
甲
お
ろ
し
に
颯
爽
と 

 

ｓ
ｒ
の
連
接 

  

す
る 

す
る
す
る 

ず
る 

ず
る
ず
る 

留
守 
す
れ
ば 

知
ら
れ
た 

知
る 

知
ら
な
い 

 

知
れ
な
い 

ら
し
い 

レ
シ
ー
ト 

弄
す
る 

去
る 
去
り
際 

し
ら
せ 

競
り 

セ
ル 

剃
る 

 

反
り 

す
り 

尻 

尻
ぬ
ぐ
い 

じ
り
じ
り 

せ
ら
れ
る 
汁 

眼
尻 

し
く
じ
る 

 

地
雷 

白
井 

早
漏 

労
災 

再
来 

生
来 

将
来 

少
量 
了
承 

車
両 

 

終
了 

領
収
書 

最
良 

良
妻 

清
涼 

冷
笑 

材
料 

不
条
理 
重
量 

 

ｋ
ｓ
の
連
接 

  

し
か
し 

し
か 

じ
か
に 

坂 

そ
う
か 

そ
こ 

そ
こ
に 

傘 

仮
想 

き
し 
式 
席 

 

基
礎 

早
期 

す
き 

大
好
き 

最
高 

交
際 

成
功 

そ
こ
そ
こ 

続
々 

 

せ
こ
い 

せ
こ
せ
こ 

す
こ
す
こ 

ず
こ
ず
こ 

さ
き 

貴
様 

歌
詞 

貸
し
借
り 

お
菓
子 

 

く
す
く
す 

糞 

空
想 

草 

今
朝 

消
す 

消
せ 

ケ
セ
ラ
セ
ラ 

し
か
も 

そ
こ
も 

 

 

回
想 

軽
装 

高
層 

競
争 

証
拠 

商
業 

行
商 

正
解 

快
晴 

財
界 

災
害 

外
資 

市
街 

 

正
規 

生
計 

軽
視 

凝
視 

始
業 

状
況 

実
況 

邪
教 

ジ
ャ
ッ
ク 

若
年
層 

税
金 

雑
巾 

 

条
件 

上
限 

現
状 

現
象 

苦
笑 

継
承 

軽
食 

住
居 

獣
害 

十
回 

 

余
裕
し
ゃ
く
し
ゃ
く 

し
く
じ
る 

 

ｋ
ｎ
の
連
接 

  

こ
の 

か
の 

き
の
う 

可
能
性 

こ
こ
の 

か
に 

た
し
か
に 

ど
こ
に 

こ
こ
に 

か
な
り 

 

か
な 

か
な
あ 

こ
な
い 

が
な
い 

が
に
ま
た 

ぐ
う
の
音
も
出
な
い 

農
家 

中 

中
に 

中
の 

 

な
か
な
か 

な
き 

な
き
に
し
も
あ
ら
ず 

き
な
臭
い 

き
な
こ 

気
に
な
る 

気
に
入
っ
た 

 

絹 

杵 

き
ね
え 

 

機
内 

商
い 

の
き
な
み 

館
内 

区
内 

け
な
す 

こ
な
す 

粉
々 

 

校
内 

向
こ
う
に 

内
向
的 

猫 

今
日
の 

客
の 

納
会 

農
業 

 

二
期 

日
記 

泣
き
ぬ
れ
る 

お
に
ぎ
り 

エ
ヌ
ジ
ー 
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以
上
で
カ
タ
ナ
式
マ
ス
タ
ー
中
級
編
は
お
し
ま
い
。
も
う
ほ
と
ん
ど
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
は
可
能
に
な

っ
て
い
る
は
ず
！ 

あ
と
は
ミ
ス
を
な
く
し
、
慣
れ
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
く
だ
け
！ 

 

上
級
編
は
、
上
級
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
「
高
速
カ
タ
ナ
式
」
で
学
ぼ
う
！ 

  

予
告 

 

「
秒
三
打
以
上
の
ペ
ー
ス
」
で
打
て
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
上
級
者
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
「
高
速
カ
タ
ナ
式
ｖ

２
・
５
」
に
移
行
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。 

 

五
十
音
の
関
係
は
変
ら
な
い
。
左
手
が
一
列
右
手
寄
り
に
な
り
、
そ
の
ぶ
ん
カ
ー
ソ
ル
位
置
が
変
更
を

受
け
た
形
だ
。
両
手
が
寄
る
の
で
、
よ
り
自
然
な
ハ
ノ
字
に
な
っ
て
手
を
痛
め
に
く
い
。
ま
た
、
独
自
の

打
鍵
方
法
「
前
滑
り
」
打
ち
を
定
義
、
打
鍵
姿
勢
や
キ
ー
ボ
ー
ド
の
角
度
に
ま
で
細
か
く
規
定
し
、
腱
鞘

炎
防
止
対
策
に
全
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
「
編
集
モ
ー
ド
」
な
る
親
指
と
の
同
時
押
し
の
シ
ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
集
が
定
義
さ
れ
、
文
章
編
集
を
さ
ら
に
高
速
化
す
る
。 

さ
ら
な
る
タ
イ
ピ
ン
グ
速
度
向
上
の
た
め
の
上
級
者
ド
リ
ル
も
用
意
し
て
あ
る
ぞ
。 
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第
三
章 

イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
手
順 

  

カ
タ
ナ
式
は
、W

in
d

o
w

s

専
用
のD

v
o
ra

k
J

（
フ
リ
ー
ウ
ェ
ア
）
上
で
う
ご
く
、
日
本
語
入
力
シ
ス
テ

ム
で
す
。M

a
c

の
み
な
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い
（
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
方
求
む
！
）。 

 

縦
書
き
用
で
す
（
こ
の
ま
ま
横
書
き
で
使
っ
て
も
、「
」（
）
の
挙
動
以
外
は
使
え
ま
す
）
。
横
書
き
用
、

左
利
き
用
は
近
日
登
場
。 

 

１ 
D

v
o
ra

k
J

、
カ
タ
ナ
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド 

 

D
v
o
ra

k
J

: 
 
b

le
ch

m
u

sik
.x

ii.jp
/d

v
o
ra

k
j

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。 

カ
タ
ナ
式: 

 
o
o
o
k

a
w

o
k

s.se
e
sa

a
n

e
t  

の
ト
ッ
プ
に
最
新
カ
タ
ナ
式
の
リ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 

ブ
ロ
グ
「
大
岡
俊
彦
の
作
品
置
き
場
」
か
ら
、
以
下
の
も
の
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。 

 

カ
タ
ナ
式
ｖ
８
・
５.tx

t 

て
ん
ぐ
探
偵
人
物
表.tx

t  

（
こ
れ
は
人
物
表
の
テ
ン
プ
レ
な
の
で
、
自
由
に
書
き
換
え
て
Ｏ
Ｋ
） 

 

D
v
o
ra

k
J

は
、
キ
ー
配
列
が
変
更
で
き
るW

in
d

o
w

s

の
フ
リ
ー
ウ
ェ
ア
。
レ
ジ
ス
ト
リ
を
変
更
し
な
い

た
め
、
フ
ォ
ル
ダ
ご
と
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
コ
ピ
ー
し
て
持
ち
歩
け
ば
共
用
パ
ソ
コ
ン
で
も
使
え
る
便
利
ソ
フ
ト
。

コ
ピ
ー
し
た
フ
ォ
ル
ダ
を
削
除
す
れ
ば
元
通
り
に
。 

 

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
か
ｃ
ド
ラ
イ
ブ
の
中
に
ト
ッ
プ
フ
ォ
ル
ダ
を
置
く
（
設
定
が
終
わ
っ
て
か
ら
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に

コ
ピ
ー
す
れ
ば
、
設
定
ご
と
コ
ピ
ー
さ
れ
る
）。dv

o
ra

k
j.e

x
e

を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
立
ち
上
が
り
、

設
定
画
面
も
兼
ね
る
。 

 

カ
タ
ナ
式
の
フ
ァ
イ
ル
群
をu

se
r

フ
ォ
ル
ダ
内
に
置
き
、
以
下
の
設
定
を
し
よ
う
。 

 

２ 
D

v
o
ra

k
J

の
設
定 

  

キ
ー
ボ
ー
ド 

入
力
全
般 

 
S

a
n

d
s

な
ど 

「S
a

n
d

s: [S
p

a
ce

]

に[S
h

ift]

の
機
能
も
担
わ
せ
る
」
…
…
オ
ン 

 

待
機
と
遅
延 

日
本
語
入
力
…
…0

ミ
リ
秒 

 
 

 

キ
ー
を
発
行
さ
せ
る
の
に
遅
延
す
る
時
間
…
…0

ミ
リ
秒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
使
用
環
境
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
） 

 

Ｉ
Ｍ
Ｅ
関
連 

「
Ｉ
Ｍ
Ｅ
の
状
態
の
変
更
（
直
接
入
力
と
日
本
語
入
力
の
切
り
替
え
）」 

 
 

 

…
…
全
部
オ
フ 

 

修
飾
キ
ー
関
連 

「
修
飾
キ
ー
を
押
し
下
げ
て
い
る
場
合
にQ

W
E

R
T

Y

配
列
を
使
用
す
る
」 

C
trl A

lt W
in

…
…
全
部
オ
ン 
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直
接
入
力 

 

（
と
く
に
な
し
。D

v
o
ra

k

やC
o
le

m
a

k

に
し
た
い
人
は
デ
フ
ォ
ル
ト
に 

あ
る
よ
） 

日
本
語
入
力 

 

設
定
フ
ァ
イ
ル
…
…u

se
r

の
中
か
ら
「
カ
タ
ナ
式
ｖ
８.tx

t

」
を
選
ぶ 

「
日
本
語
入
力
の
設
定
／
日
本
語
入
力
配
列
を
日
本
語
入
力
時
に
の
み
使

用
す
る
」
…
…
オ
ン 

 
 

 

「[S
h

ift]+
[

文
字]

の
と
き
／
未
設
定
の
と
き
に
は
何
も
発
行
し
な
い
」
… 

…
オ
ン 

単
一
キ
ー 

 
[

無
変
換]

な
ど 

[

無
変
換]  

直
接
入
力
時 

…
…
「
直
接
入
力
に
す
る
」 

 
 

 
 

 

日
本
語
入
力
時
…
…
「
直
接
入
力
に
す
る
」 

 
 

 
[

変
換] 

 
直
接
入
力
時 

…
…
「
日
本
語
入
力
に
す
る
」 

 
 

 
 

 
日
本
語
入
力
時
…
…
「
日
本
語
入
力
に
す
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[

か
な] 

 
 

直
接
入
力
時 

…
…
「
変
換
」 

 
 

 
 

 

日
本
語
入
力
時
…
…
「
変
換
」 

 

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
キ
ー 

「
独
自
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
キ
ー
」
…
…
オ
ン 

u
s
e
r

の
中
か
ら
「
て
ん
ぐ
探
偵
人
物
表.tx

t

」
を
選
ぶ
。 

こ
れ
は
自
由
に
書
き
換
え
て
使
っ
て
よ
い
。 

ｆ
１
０
キ
ー
を
押
す
と
「
シ
ン
イ
チ
」
な
ど
、
固
有
名
を
登
録
。 

た
と
え
ば
、
作
品
ご
と
に
登
場
人
物
表
や
固
有
名
詞
表
を
つ
く

っ
て
お
き
、
執
筆
の
都
度
切
り
替
え
て
使
う
な
ど
す
れ
ば
、
長

編
を
書
く
と
き
に
楽
だ
。 

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
キ
ー
を
普
通
に
使
い
た
い
人
は
、
オ
フ
の
ま

ま
で
構
わ
な
い
。 

 
 
 

そ
の
他 

 

起
動
時
の
設
定 

ロ
グ
オ
ン
時
にD

v
o
ra

k
j

を
起
動
す
る
…
…
オ
ン 

 
 

 
D

v
o
ra

k
j

起
動
時
に
設
定
画
面
を
最
小
化
す
る
…
…
オ
ン 

 

ホ
ッ
ト
キ
ー 

D
o
v
ra

k
j

用
の
ホ
ッ
ト
キ
ー
を
有
効
に
す
る
…
…
オ
ン 

 
 

 
 

実
行
を
停
止
す
る 

C
-_

（
全
て
半
角
。
大
文
字C

、
ハ
イ
フ
ン
、 

ア
ン
ダ
ー
ス
コ
ア
） 

 
 

 
 

実
行
を
再
開
す
る 

C
-~

（
同
、
半
角
ニ
ョ
ロ
） 

  

３ 
M

S
-IM

E

の
設
定 

  

一
部
の
外
来
音
の
ロ
ー
マ
字
テ
ー
ブ
ル
を
登
録
す
る
。 

 

日
本
語
変
換
に

A
T

O
K

や

G
o
o
g
le

日
本
語
入
力
を
使
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
ほ
と
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ん
ど
の
人
は
デ
フ
ォ
ル
ト
のM

S
-IM

E

だ
ろ
う
。
以
下
、M

S
-IM

E

で
の
登
録
の
仕
方
。
そ
の
他
の
方
は

そ
のIM

E
内
で
定
義
し
て
ほ
し
い
。 

  
M

S
-IM

E

の
プ
ロ
パ
テ
ィ
（
右
下
の
ア
イ
コ
ン
を
右
ク
リ
ッ
ク
） 

 
 

→
詳
細
設
定
→
全
般
、
編
集
操
作
の
変
更
を
ク
リ
ッ
ク
（
変
更
し
た
時
点
で
ユ
ー
ザ
ー
定
義
の
フ
ァ 

 
 
 

イ
ル
に
置
き
換
わ
る
。
デ
フ
ォ
ル
ト
に
戻
す
こ
と
も
可
能
） 

 
 

→
ロ
ー
マ
字
設
定 

  

以
下
の
も
の
を
追
加
、
変
更
。 

 デ
フ
ォ 

読
み 

追
加
・
変
更 

th
i 

て
ぃ 

ty
i  

tx
i 

 

※ 

デ
フ
ォ
の
「ty

i =
 

ち
ぃ
」
は
削
除
。 

d
h

i 

で
ぃ 

d
y
i  

d
x
i 

 

※ 

デ
フ
ォ
の
「d

y
i =

 

ぢ
ぃ
」
は
削
除
。 

tw
u

 

と
ぅ 

tx
u

 

d
w

u
 

ど
ぅ 

d
x
u

 

d
h

u
 

で
ゅ 

d
y
u

 
 

※ 

デ
フ
ォ
の
「d

y
u

 =
 

ぢ
ゅ
」
は
削
除
。 

w
h

o
 

う
ぉ 

w
y
o
 

w
x
o
 

 

※ 

こ
の
外
来
音
設
定
は
、
タ
イ
ピ
ン
グ
ソ
フ
ト
で
生
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

（
例 

タ
イ
プ
ウ
ェ
ル
） 

そ
の
場
合
、
デ
フ
ォ
ル
ト
で
打
っ
て
く
だ
さ
い
。 

   


